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令和８年度教育課程について(届) 
 
このことについて、八王子市立学校の管理運営に関する規則に基づき、下記のとおりお届けします。 

                                 
 

記  
 
１ 教 育 目 標        

 （１）学校の教育目標 

   学ぶ喜びや励む楽しさを体得できる楽しい学校をめざし、知・徳・体のバランスがとれた「心豊か

にたくましく生きる子ども」を育てるために次の教育目標を設定する。 

◎「かんがえる子」 正しく判断し、柔軟に思考する子 

             創造性に富み、主体的に考え工夫できる子 

  ○「なかよくする子」 自他の個性を認め、ともに伸ばしあえる子 

差別や偏見をせず、誰とでも協力できる子 

相手の立場になって考える子 

○「じょうぶな子」 心身の安定と向上を自ら図れる子 

             進んで行動し、自ら表現できる子 

 

 （２）学校の教育目標を達成するための基本方針 

〇ア 確かな学力の育成 

   ①基礎・基本の定着と教育活動全体を通して育成する思考力、判断力、表現力等の活動の充実のた

めに、主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善を図る。 

   イ 豊かな心の育成 

   ①自尊感情、自己肯定感を醸成するために、学級経営を基盤として人権感覚を養う。 

   ウ 健やかな体の育成 

   ①体育的活動を積極的に推進し体力向上の基礎を培うとともに、望ましい生活習慣を身に付けさせ

る指導の徹底を図る。 

エ 不登校児童への支援 

①関係諸機関と協力しながら、子どもの思いを尊重し、個に応じた適切な学びの場を保障する。 

   オ いじめの防止等の取組 

  ①学校いじめ防止基本方針に基づき、学校いじめ対策委員会や特別支援委員会において情報交換を

密に行い、いじめの未然防止や早期発見・早期解決に組織的な対応を図る。 

   ②学校いじめ対策委員会を核にして、家庭、地域・関係機関、八王子市教育委員会との連携を図り

ながら、八王子市教育委員会いじめ総合対策を確実に実行する。 

   カ 特別支援教育の充実 

①特別支援教育の理解と指導力の向上を図る研修を実施し、教員の基礎的な知識の定着を図るとと

もに、児童一人ひとりの教育的ニーズを把握し、適切な教育を通じて必要な支援を行う。 

キ 小中一貫教育のさらなる充実 【恩方中学校グループ（恩一小・恩二小・元木小）】 

   ①恩方中学校グループとしての共通目標は、「よく考え、学ぶ児童・生徒」「心身ともに健康で逞

しい児童・生徒」「自らの進路を切り拓く児童・生徒」である。恩方中学校グループ共通の児童・

生徒像を共有し、学習面や生活面の系統性・継続性を重視した小中一貫教育を推進する。 
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２ 指導の重点            

（１）各教科等 

   ア 各教科（外国語活動を含む） 

①個別最適な学びを実現するために、学習ツールの一つとして１人１台の学習用端末を効果的か 

つ積極的に活用し、基礎的・基本的な知識及び技能の定着を図る。教員のＩＣＴ指導力向上を目

指して、ＯＪＴ研修等を行っていく。 

②八王子市学力定着度調査をはじめとする各種調査等の分析を行い、習得状況から「東京ベーシッ

クドリル」「八王子ベーシックドリル」を活用し、基礎・基本を繰り返し習熟できる機会を設け

る。 

③言語活動、問題解決学習等を充実させるとともに、各教科で学び得た力が将来にもつながるよ 

う、主体的・対話的で深い学びの実現を図り、ペア・グループ学習等で思考力・判断力・表現 

力等を高めていく。 

④教職員の専門性を活かした、より質の高い教科指導を行うために、低・中・高の２学年まとめた

教科に対し、低学年から教科担任制を行う。 

⑤地域の自然を体験する自然教室の開催や、学校周辺の自然を活かした学習の推進を通して、観 

察・実験等の具体的な活動を充実させ、理科の基礎学力の定着を図る。 

⑥外国語指導助手と連携し、児童が英語を使用する機会を充実させ、コミュニケーション能力の向

上を図る。 

 

  イ  総合的な学習の時間 

①ＳＤＧｓの視点から探究課題を設定し追究する学習や、他教科との関連を図りながら、地域の自

然や伝統・文化について触れる等学習をゲストティーチャーから学ぶ学習を通して、よりよく課

題を解決し自己の生き方を考える取組を行う。 

②学校周辺の自然の教材化、ヤマメの飼育や放流、マス釣り場や夕やけ小やけふれあいの里等の地

域施設の活用等、地域の特色を活かした多様な体験活動の機会を充実し、探求的な活動を通して、

地域への誇りと愛着を深めさせる。 

③教科の枠を超えた横断的・総合的な学習や、探究的な活動である地域の自然環境の季節につい

て学ぶ活動や地域行事への参加を通して、他者と協働した学習を充実させる。 

 

ウ 特別活動 

①第５・６学年の集団宿泊的行事をより充実させるために児童の自主的・実践的な取組を行う。 

②学級活動、児童会活動、クラブ活動、学校行事等の集団活動を通して、心身の調和のとれた発   

達と個性の伸長を図り、集団の一員としてよりよい生活や望ましい人間関係を築こうとする態度

を育てるとともに、集団への所属感や連帯感を深める。 

 

（２）「特別の教科 道徳」を要とする道徳教育 

   ①道徳教育全体計画や別葉を通して、「考え、議論する道徳」の実現に向け、協働学習や対話的 

な学習、読み物資料から自らの考えを広げ深める取組をすすめる。また、学習支援ツールを使 

った考えの共有や自分の考えを発信する場の設定等により、児童同士が共に学び合い、道徳的 

価値を深める授業を通して、児童の成長を認め、励ます手だてと評価を行う。 

 ②発達段階に応じた情報モラル教育を通して、遵法精神、公徳心、人権尊重の精神を育む。 

   ③道徳授業地区公開講座において、授業公開と意見交換会行い、地域や家庭へ啓発を図る。 

   ④本校が重点的に指導したい「生命の尊さ」「自然愛護」について、自然体験活動と関連させ 

た取組を行う。 

 

（３）キャリア教育 

①「キャリア・パスポート」を活用し、学習や生活等への見通しや振り返りを積み重ね、自己受容

や将来への展望をもつ機会とする。また、児童一人ひとりの個性・能力・適性を正しく把握する

ことに努め、個に応じた支援を行い、地域資源を活かした林業、ブルーベリー摘み等の体験から

主体的に進路を選択する能力・態度を育てるとともに中学校に確実に引き継ぐ。 

②児童が地域住民などから、職業や生き方について直接話を聞く機会を設け、生きた知識を自分 

事として捉え、社会を構成する一員としての意識を高める。 
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（４）特別支援教育 

①支援に応じたＩＣＴ機器の利用や学習環境の整備、学習を支援する学校サポーターの配置など、
児童一人ひとりのニーズに応じた合理的配慮を提供し、十分な学びの保障へとつなげる。 

②家庭や地域及び関係諸機関や巡回指導教員との連携、学校生活支援シート及び個別指導計画の 
活用により、配慮を要する児童への組織的・計画的な指導をすすめる。 

③障害者理解教育の推進と多様性を認め合うインクルーシブな教育を推進し、共生社会実現の素地
を養う取組を行う。 

 
（５）生活指導 

ア  生活指導 
①児童の実態に即した学校生活のきまりである「恩二小のきまり」を必要に応じて見直し指導する。 

   ②「生命（いのち）の安全教育」では、発達段階に応じて「生命を大切にする」、性暴力等の「加害
者、被害者、傍観者」にならないための教育を行う。 

イ  いじめ未然防止等の取組 
①いじめ対応の時間においては、教職員で児童についての共通理解を図る。スクールカウンセラーも
加わった週１回以上の学校いじめ対策委員会では、児童の情報交換や実態把握を行ったり、年３回
のふれあい月間アンケートやＱＵの結果をもとに今後の対応に協議したり共有したりすることに
より、いじめ未然防止に努める。また、相談できる大人がいないという児童をなくす。 

②「八王子市いのちの大切さを共に考える日」の取組を学校だよりやホームページ等で地域や家庭へ
周知することや、児童に対する校長講話を６～７月に実施することにより、学校・家庭・地域等で
もいのちの大切さ考える機会をつくる。 

ウ 不登校児童への支援等 
①登校支援コーディネーターを核とした校内体制のもと、個票システムを活用したりスクールカウン
セラーやスクールソーシャルワーカーと連携したりして不登校傾向の改善、早期解消をめざすとと
もに児童が安心して学校生活が送れるような環境設備をすすめる。また、民間施設、ＩＣＴを活用
した学習支援、別室活用など多様な教育機会を確保する。未然防止の取組としては、情報共有を密
にし、渋り傾向の児童には、いろいろな教員が頑張りを認める等の声掛けをする。 
 

（６）学力保障の取組（はちおうじっ子ミニマムの取組） 
学力向上の取組   
①「はちおうじっ子ミニマム」の活用を通して、１人１台の児童のつまずきの傾向を分析し系統的に
習得すべき学力の定着に向け、「東京ベーシックドリル」を印刷・常備し、朝学習や単元の終末等
で１人１台の学習用端末と併用して必要に応じて取り組む。 
家庭学習と学校での授業を連動させ、家庭と連携しながら個別最適な学びのために１人１台の学習
用端末を活用し、個に応じて学力を向上させていく。 

 
（７）特色ある教育活動 

ア 義務教育９年間を見通した小中一貫教育の取組 
  〇（取組１）恩方中学校グループ【恩一小・恩二小・元木小】の児童・生徒が合同で参加する「はち

おうじっ子サミット」や交流活動を実施し、共通の教育課題について話し合い、成果を
共有することで、小中の指導の系統性と連続性を高める。 

   （取組２）「学力定着プロジェクトチーム」を中心に、学習状況の分析や指導方法の検討、共通して
取組の実施を行い、誰一人取り残さない学力保障に向けた指導の充実を図る。 

   （取組３）「はちおうじっ子キャリア・パスポート」等を活用し、児童・生徒の学習面・生活面に関
する諸情報をグループ内で共有するとともに、定期的な協議を通して指導の共通理解を
深める。 

   （取組４）「地域の子どもは地域で育てる」という意識を共有する取組をすすめるため、運動会では、
「恩方音頭」を地域の方と交流したり、ふれあい給食交流会を行ったりする。また、地域
防災訓練を継続的に実施する。 

 
イ その他 
①「情報活用能力系統表」を活用し、発達段階に応じて学習に必要な情報活用能力を育成する。非常
時、オンライン学習ができるよう、日常的に１人１台の学習用端末や各アプリケーションを活用す
る。そのために、週ごとの指導計画作成時には学習用端末の活用を検討し、明記する。 

②地域の方々とのふれあいを通して、地域への理解を深めるとともに地域主催の活動に参加する。そ
の活動を通知表に記録し、地域の方たちと共に地域づくりに関わる意欲を高める。 

③恩二小２０２０レガシーの取組として、持久走や縄跳び等、全校で取り組む期間を意図的・計画的
に設定し、日常的に運動に親しむ望ましい生活習慣を身に付けさせる。 

④保・幼・小連携の日に実施している幼稚園や保育園の参観、情報交換や「保・幼・小の架け橋期の
カリキュラム」の活用、恩方保育園の園児との交流を通して知り得た情報をスタートカリキュラム
に反映し、小学校での生活がスムーズにすすむよう取り組む。 


